
転送できない局向けQSLカード印刷抑制機能の公開について 

 

2024 年 4 月 4 日付け『QSLカード「発行枚数見直し」にご協力ありがとうございます』にて

お知らせしておりましたとおり、当委員会では、ログソフトに転送できない局向けのカードの印

刷を抑制する機能の実装をお願いすることを検討しておりました。 

 

検討の結果、Turbo HAMLOGで7月にベータテストを開始し、8月に正式リリースされまし

たのでお知らせします。JARL として JARL.com 会員情報と同様の条件で会員のコールサイ

ンを提供しています。この機能により年間 50 万枚強の非会員向けカードの多くがビューロー

に送られることがなくなります。単純に 50 万回のチェックの削減ではなく、一定期間保管し、

再度会員ではない場合に廃棄されますので少なくとも 100 万回のチェックが削減されること

になります。従いまして、カード転送時間の短縮に寄与すると確信しています。HAMLOGユー

ザーの皆様の活用をお願いします。 

 

当機能に関連する HAMLOG の変更画面はＱＳＬカード印刷画面だけです。この画面で 1.

“JARL.mDAT最新版の確認を押して JARL会員のリストを入手してください。 

2. その上で”JARL. mDAT yyyy/mm/dd版を使う“のところにチェックを付けることで非

会員向けのＱＳＬカードを印刷しないようにできます。（この印刷画面に来た時のデフォルトは

チェック有です） 

 

 



会員か否かは JARL.COM 会員検索と同じ条件です。会員であっても会員局名録の掲載を希

望されていない場合は非会員と同じ扱いとしています。会員局名録でコールサインの掲載をす

るとその他の氏名や住所などの項目がブランクでも会員として掲載されます。 

詳細はこちらをご覧ください ＪＡＲＬ会員検索 ご利用案内 (jarl.com) 

 

会員になったばかりの方は会員期間が月単位ですので、掲載まで 1 か月かかります。QSO 中

に発行をお約束した場合は”JARL.mDATを使う”のチェックを外してその 1局だけを別に印

刷して発行が遅くならないように協力をお願いします。 

また、会員ではあるがリストに掲載を希望しなかった方や非会員で新たに会員になられた方で

後に印刷対象となった場合は、画面のように「未発行局を印刷」にチェックを入れ、レコード番

号を１から印刷する設定にすると会員になられたタイミングで印刷されるようにできます。 

HAMLOG では最大 3 万件の範囲を指定できますが、3 万 QSO を超える方は適宜最初の

QSO番号を修正してください。 

若しくは、当該会員１局だけを指定して別に印刷するなど、新たに会員になられた方のために

も印刷範囲の指定に協力をお願いします。 

 

この機能の詳細については CQ誌 10月号 170ページから Turbo HAMLOG作成者の浜

田 氏 が 書 か れ て い ま す 。 ま た 、 こ の 機 能 の オ ン ラ イ ン ヘ ル プ は

https://hamlog.sakura.ne.jp/html/HID00123.html にあります。興味のある方は

ご覧ください。 
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https://www.jarl.com/Page/Information/06jarlkaiin_kensaku.html
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